
開院50周年を迎えて

院 長 有 井 滋 樹
私ども西市民病院はおかげさまで今年、開院50周年を迎えました。この機会に少し沿革を申し述べます。
大正13年長田区３番町に市立神戸診療所として発足しました。昭和３年に市立神戸市民病院と改称、昭和
28年に生田区加納町に50床、９診療科で本院を新築し、従来の病院は101床の長田分院となりました。その
後昭和32年には市立長田市民病院と改称、そして昭和45年、大阪万博の年に現在の位置に市立西市民病院
として開院、そして東京オリンピック、パラリンピックが行われるはずでありました今年、コロナ禍の渦
中で50周年を迎えました。丁度その真ん中の25年前に阪神・淡路大震災が起こり、当院は大きく倒壊しま
した。当院の辿った50年はダイナミックな医療界の変遷に翻弄されながらも神戸市はじめその時々の職員
の尽力、神戸市医師会、近隣の医療／介護施設の方々そして京都大学、神戸大学、岡山大学、兵庫医科大
学などからの医師派遣に支えられ今日を迎えることができました。
この50年間の医学・医療の進歩は目覚ましく、診療・看護は高度化、複雑化し、同時に患者さんの高齢
化も進みました。平成12年以降におきましても7対1看護基準の創設、包括診療の開始、電子カルテの導入、
各種チーム医療の推進、新臨床研修制度の開始、地域包括ケアシステム、そして働き方改革など大きな変
革が次々となされております。
これに伴い臨床の現場も大きく変わりました。私は昭和48年に大学を卒業しましたが、当時の西市民病
院の状況を調べますと、在院日数は38.1日、現在は12日、病床利用率は約90％と現在と同じですから、ベッ
ドの回転率は当時の３倍となっています。当時の常勤職員数は334名、現在は580名であり、非常勤、委託、
派遣の方がたを含めますと1,000名以上が働いています。医療は機械化や自動化ができない領域が多く、
人に依存する典型的な労働集約型の職種です。今後の医療の進歩・変化に適切に対応し発展していくため
には人材力を高めることが大切です。今、世界は新型コロナ感染症のパンデミックに襲われていますが、
あらためて医療が社会の基盤となるインフラであること、そして医療が社会を救うことを観念的ではなく
実感しています。同時に私ども医療者は自分の生命を賭すようなリスクを負った仕事に従事する覚悟も問
われていると思います。
超高齢社会の到来、疾病構造の変化、そして神戸市街地西部の医療ニーズを見据え、自然災害や新興感
染症に適切かつ周到に備え、市民病院としての責務を果たすべくスタッフを充実させ、次の時代に挑戦し
てまいります。同時に医療設備を整え、快適で美しい職場環境を構築し、職員を大切にする職場でなけれ
ばならないと思います。
私ども職員一人一人は志を高く掲げ、プロフェッショナルとしての能力を磨き、豊かな人間性でもって
良質で安全な医療を行うことを大切にして次の五十年に向かって襷をつないでまいります。
最後になりましたが今まで支えていただきました関係各位にあらためて御礼申し上げますとともに、引
き続き病診・病病・病介護連携に努め、地域医療に邁進する所存です。今後とも何卒、よろしくお願い申
し上げます。

令和２年10月号（No.223）



（財）日本医療機能評価機構 認定病院

地方独立行政法人神戸市民病院機構
神戸市立医療センター西市民病院

地域医療在宅支援室

〒653-0013 神戸市長田区一番町２－４
Tel 576－5251㈹／ Fax 579－1920





令和２年９月９日、兵庫県公館において「令和２年度救急医

療・救急業務功労者表彰式」が行われ、救急に関する業務に特

に貢献しその功績が顕著であるとして、西市民病院並びに小西

副院長兼救急総合診療部長が揃って井戸知事から表彰を受けま

した。

当院は、昭和45年１月に現在地に開院し同年７月には救急病

院の告示を受け、今年で50周年を迎えました。この間、長年に

わたり市街地西部の中核病院として、さらには市民の生命と健

康を守る神戸市立の総合病院として救急医療に対応してまいり

ました。特に近年は、救急受診患者数や救急入院患者数、救急

車受入件数などが年々増加しており、神戸市の救急医療に大き

く貢献していると評価されました。西市民病院では、今後も引

き続き、医療の根幹である救急医療を最優先に対応していくと

ともに、地域医療に貢献し、安全で質の高い心のこもった医療

を提供してまいります。

総務課

地域医療支援事業運営委員会開催報告

放射線技部からの発信

放射線技術部技師長 酒 井 慎 治

兵庫県救急医療・救急業務功労者表彰を受賞いたしました

令和２年９月24日（木）に、地域医療支援事業運営

委員会（委員長 岡林孝直先生）が開催され、地域医

療支援病院としての活動報告を行いました。

このほか紹介予約や新型コロナウィルス感染症対

応について意見交換が行われました。

また、有井院長より当院の地域包括ケア病棟を令和

２年10月１日より一般急性期病棟に戻すことを報告

いたしました。
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第８回 地域連携のつどい開催のご案内

当院と連携頂いております医院・病院の先生方をはじめ、日頃お世話になっております医療関係者の皆さま
方と当院の医療関係者によるみだしの地域連携のつどいを開催いたします。
ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、是非ご参加いただきますようお願い申し上げます。
＊マスク着用は必須でお願いします。なお開催にあたっては、手指消毒・体温測定など感染対策に配慮して実
施といたします。

１開催日時 令和２年11月19日木18：00～20：00
（交流会は、今年度はコロナ禍のため開催しません）

２開催場所 神戸市医師会館 神戸市央区橘通－１－20 講演会：階ホール
３プログラム 18：00～20：00

⑴ 講演（＊日医生涯教育認定講座 カリュキュラムコード申請予定）

「神戸市ＰＣＲ検査センターの実績

並びにインフルエンザ流行期に向けての備え」

神戸市医師会副会長 近藤 誠宏 先生

「COPDの非薬物療法について」

西市民病院呼吸器内科 医長 金子 正博

「西市民病院の産婦人科のご紹介

～ロボット支援腹腔鏡下子宮全摘術について～」

西市民病院産婦人科 医長 市田 耕太郎

「多職種で取り組む糖尿病チーム医療～糖尿病と末長く付き合うために～」

西市民病院糖尿病チーム 慢性疾患看護専門看護師 川口 麻衣

⑵ 西市民病院医師紹介

担当：地域医療在宅支援室 高橋・黒田・藤田 電話 576－ 5251

平成２年11月12日（木）迄に FAX ５７９－１９２０へお申込みをお願いいたします。
メールでのお申込みは、w_kouza@kcho.jp（ご芳名・ご所属・職種・連絡先をご記入下さい。）

『参加連絡票』
第８回 地域連携のつどい

令和２年11月19日（木） 神戸市医師会館（講演会４階ホール）
ご 芳 名 職 種




